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アクセス情報
・東京メトロ 日比谷線・
  千代田線 「霞ケ関」駅
  C4出口直結

・東京メトロ 丸ノ内線 
  「霞ケ関」駅 B2出口 徒歩5分

・東京メトロ 銀座線 
 「虎ノ門」駅 9番出口 徒歩3分

・都営地下鉄 三田線
  「内幸町」駅 A7出口徒歩3分  

会場   イイノホール    〒100-0011 東京都千代田区内幸町 2-1-1

パシフィックコンサルタンツ株式会社　国際事業本部地球環境研究所　

TEL： 03-6777-3763　FAX： 03-3296-0544　

MAIL： aplat@ss.paci f ic .co. jp　担当：梶井・友永・中島・田中

QRコード

下記のURL またはＱＲコードからお申し込みください。

https://www.pacific.co.jp/news/2016/20160729-000319.html

お問合せ先

参加申し込み

「埼玉県の温暖化影響への適応に関する取組について」
  小林  健太郎　埼玉県 環境部 温暖化対策課 主査

「農林水産分野における気候変動対応について」
    安達  巧  

「水災害分野における取組」（仮題）
    講演者　調整中

「ICTを活用した適応への取組」
   堀ノ内  力　日本電気株式会社  品質推進本部長代理 兼 環境推進部長

開会挨拶 環境省

講演「動き始めた各分野の適応事例」

基調講演

原澤  英夫　国立環境研究所　理事

井田  寛子　 気象キャスター／気象予報士

肱岡  靖明　　　
竹本  明生　環境省 地球環境局 気候変動適応室長　

「動き始めた各分野の適応事例」の講演者

総合討論「気候変動にどう備えるか」 

井田 寛子 

モデレータ

パネリスト

プログラム

「我が国の気候変動の影響への適応に向けて」
   鎌形  浩史　環境省　地球環境局長

「適応策を通じた新しい日本社会像の構築」
   住   明正　    国立環境研究所　理事長

TBS あさチャン

13：35 ～ 14：25

14：25 ～ 15：25

15：40 ～ 17：00

地域環境影響評価研究室長
国立環境研究所

13：30 ～ 13：35

農林水産省　農林水産技術会議事務局
研究開発官室　研究専門官（地球温暖化）

主催：環境省

共催：国立研究開発法人 国立環境研究所
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入場無料
要事前登録
（定員 400 名）

※定員になり次第登録締切り13:30～17:00（開場13：00）
8月30日（火）
2016年

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM OPENING SYMPOSIUM

気候変動にどう備えるか

気候変動適応情報プラットフォーム　開設記念シンポジウム

適応 が創造する未来「
」


